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製品イノベーションプラットフォーム：定義、企業での
役割、長期実行可能性（Product Innovation Platforms: Definition, 
Their Role in the Enterprise, and Their Long-Term Viability） 
CIMdata ポジションペーパー 
重要事項 (Key takeaways)： 

•  “システムズオブシステムズ” のアプローチにより、製品イノベーションプラットフォー
ムは次世代の PLMを可能にする。 

• 製品イノベーションプラットフォームの堅牢性は、5つの必須事項と 7つの戦略的特性
によって測られる。 

• 将来の製品を過去のツールで開発することは理にかなってない。 
• 産業界の企業は、社の PLM戦略をレビューし、最新にすることが必要であり、成功する

ために実現可能なソリューションを必要とする。 

CIMdata が PLM 市場をカバーしてきた 30 年以上の間に、PLM 市場の景観は劇的に変化しました。
エレクトロニクス、組込ソフトウェア、インターネット接続などが現在ほとんどの業界で標準となって
いるため、製品の複雑さが増しています。さらに、PLM ソリューションプロバイダの提供製品は、組
織的にまた買収を通じて、その範囲が大きく拡大しています。その上、企業が製品の複雑さに追いつく
ために各社の実装に於いても多くが期待され、PLMのビジョンは深みと幅の両方で拡大しています。 

それにもかかわらず、ここ数年、あまねく報告されているように、PLM 実装の範囲は今のところあま
り変わっていません。実装が難しく、アップグレードに費用がかかり、メカニカル CAD データの管理
にあまりにも重点を置き、これらソリューションの多くは、特に大規模な組織ではユーザーの期待やニ
ーズを満たすことができませんでした。その結果、複雑なスプレッドシート、電子メール、またレガシ
ーシステム間のギャップを埋めるがための特注のデータベースなどが広い範囲にわたって使用されてい
ます。 

弊社の調査と世界中の産業界の企業との広範な付き合いに基づいて、私たちは 4 年前、新しいアプロ
ーチの時が来たと結論付け、Gartner 社や IDC 社とのパートナーシップで製品イノベーションプラッ
トフォーム (Product Innovation Platform) 、すなわち製品ライフサイクル全体を通して製品関連の
すべての分野とユーザーをサポートしてイノベーションを可能にするビジネスプラットフォームを紹介
しました。それについては多く書かれており、デザイン・設計、モデリング、解析、最適化、生産、保
守などのためのツールが事業活動・運営を最適化するためにどのように組合わせ、新しい収益源を如何
に生み出すかです。記事では、製品イノベーションプラットフォーム導入による恩恵・成果について詳
しく説明しています。 

残念なことに、読者の想像力を大いにかき立てるようにこのストーリーの重要な部分は語られていませ
ん。このポジションペーパーを刊行する上での弊社の目標は、次の 3つです： 

• 過去 30 年間の業界の動きを明確にする。 
• 産業界の企業がエンドツーエンドの製品ライフサイクルをサポートする新しい世代のテ

クノロジーを計画することを支援する。 
• ソリューションプロバイダが各社の製品を拡張し、強化し、明確化する方法を提供する

。 

プラットフォームは、完全でシームレスな環境として機能する組込みツールとデータベースを備えた複
数のアプリケーションとインテグレーションされたソリューションで構成されています。製品イノベー
ションプラットフォームは、部門、事業部門、および企業の各レベル全体でコラボレーションして技術
中心の人々のグループを支援することを意図したものです。これらの機能は、新製品開発 (NPD) だけ
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でなく、顧客、サプライヤ、ビジネスパートナーなど含み企業ならびに関連企業全体 (Extended 
Enterprise) でますます必要とされています。古くは製品データ管理 (PDM) でした。 

効果的な製品イノベーションプラットフォームには、ポートフォリオ、プログラムおよびプロジェクト
管理、収益性、サービス、システムのアイディエーションと実現、品質およびコンプライアンスなどが
含まれます。さらに、効果的なプラットフォームは、製品のコンセプトからライフ全体の複数のライフ
サイクル領域全体にわたって最適化をします。 

製品プラットフォームの PDMに対する比較 

 レガシーPDM 
製品イノベーション 
プラットフォーム 

ライフサイクルスコープ 製品開発  製品の全ライフサイクル 

領域・分野スコープ 主にメカニカル システム - メカニカル、電気、電
子、ソフトウェア、制御システム、
製造、サービス 

情報スコープ MCAD、ドキュメント、一
部の部品、BOM 

すべてのライフサイクル分野のあら
ゆる製品アイテム 

サプライチェーン 
スコープ 

サプライヤの限られた関与 全サプライチェーンと顧客サポート 

本ポジションペーパーに於いて、CIMdata は、長期的実行可能性の観点でのプラットフォームの理解
を高めることを提示し、実際にはプラットフォームのライフサイクル管理機能を評価するための尺度・
基準を設定しています。ここでは 3つの問いについて対応します： 

• 製品イノベーションプラットフォームの実用的な “実際に使える” の定義は何か？ 
• 製品イノベーションプラットフォームの長期的実行可能性をどのように測るか？ 
• 製品イノベーションプラットフォームは企業にとってなぜ不可欠で重要なのか、あるい

はなぜ誰もが関心をもつべきなのか？ 

製品イノベーションプラットフォームの恩恵・成果は、最近の CIMdata の論評 (Commentary) 、“A 
Product Innovation Platform and Its Impact on Successful PLM Deployment (製品イノベーシ
ョンプラットフォームと成功ある PLM導入でのそのインパクト) ” に概説されています。1 

製品イノベーションプラットフォームに関心を持つべき理由 
製品イノベーションプラットフォームについて関心をいだく第一の理由は、企業の製品ライフサイクル
管理プロセスと結果として得られる製品やサービスが、ライバルを上回らないことにあります。競争の
激しい市場では、ライバルは何らかの不備・欠陥につけこんで、代替手段をもって市場と突き進んでい
ます。 

製品イノベーションプラットフォームは、ツール、スタッフ、そして情報がライフサイクル全体で同期
して動作することで会社の新製品の流れを確実なものにします。事業部門と各部門の目標が達成され、
インセンティブやボーナスが支払われ、雇用保障が改善され、財務予測が達成または上回り、事業上の
マイルストーンが達成されます。 

製品イノベーションプラットフォームの定義 
製品イノベーションプラットフォームは、進化・発展する一連の機能ドメイン、すなわちプロセス、ラ
イフサイクルステージ、そしてシステムアイディエーション、収益性管理、品質とコンプライアンスな
                                                
1
 See: http://www.cimdata.com/en/resources/complimentary-reports-research/commentaries/item/7298-a-product-innovation-platform-

and-its-impact-on-successful-plm-deployments-commentary 
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どのテクニカルドメインのセットです (図 1 を参照) 。それらは、本質的に次世代の PLM 対応ソリュ
ーションのイネーブラである “システムオブシステムズ” アプローチでのプラットフォームで編成され
ています。 

 
図 1 - CIMdata の製品イノベーションプラットフォーム 

システムオブシステムズ中心のライフサイクル管理の戦略は、製品データの個々の “所有者” の努力・
取組みをより新しいものにするものです。主にサイロの中で作業することで、接続性や統合性について
それらの所有者の考え方は、しばしば、各人の狭まったり限られた責任に束縛されてしまうものです。
サイロ指向での統合や接続の取組みがどのようになってしまったかは、私たち誰もがわかっています。
プラグアンドプレイなツールからリアルタイムコラボレーションまで、そして NPD の全体論的なガバ
ナンスまで、すべてが挫折しています。 

製品イノベーションプラットフォームは、5つの戦略的必須事項 (Strategic Imperatives) と 7 つの戦
略的特性・特徴 (Strategic Characteristics) によって定義されています。本ポジションペーパー全体
でそれらを説明します。 

製品イノベーションプラットフォームを測る 

戦略的必須事項 戦略的特性・特徴 

接続 / プラットフォームインテグレーション サステナビリティ 

重力 データ管理と検索 

フロー コンフィグレーションとトレーサビリティ 

エンドツーエンドのライフサイクルサポート プロセスとナレッジ管理 

オープン性 アップグレード性 

 エンタープライズインフラの活用 

 可用性と安定性 
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明らかな戦略的必然性 
レーベルとしての “プラットフォーム” は、マーケティング担当者や領域専門家 (SME)によってしばし
ば悪用されています。ハーバードビジネスレビューの記事2では、６つの特徴 (３つの基本的構成要素と
３つの成功要因) でプラットフォームを要約しています。 

著者のMark Bonchek と Sangeet Paul Choudary の基本的構成要素は次のとおりです： 

• ツールボックス：プラットフォームへのプラグインと利用を容易にするアーキテクチャ
とインターフェース、それはオープンシステムと見なされる。 

• マグネット (Magnet)：Bonchek と Choudary がそれを表現したように、“一種の社会
の力関係 (social gravity) を伴う” プラットフォームにユーザーを魅きつけるルックアン
ドフィール、使い易さ、そしてパワーの組合せ。その例は、開発者だけでなくユーザー
をも魅了するアップルの iOS オペレーティングシステムとアーキテクチャ。 

• 仲人 (Matchmaker)：情報を “消費する” 人とその情報の生産者とを結びつけることによ
って、価値の流れを育む。著者らは、Google がオンラインコンテンツの供給と需要を如
何に調和させるかを挙げている。 

Bonchek と Choudary の 3 つの成功要因は次のとおりです： 

• コネクション：データを共有してタスクを完遂するために他の人がプラットフォームに
プラグインできる容易さ。コラボレーションとしてよく知られているであろうが、この
形態の “コネクション” は、イノベーションにとって不可欠である。 

• グラビティ (重力) ：プラットフォーム自体が情報を必要とする人をどれほど魅きつける
かである。イノベーティブなユーザーがポジティブな経験 (および口コミ) によって引き
込まれた場合、首尾よく構成されたプラットフォームの機能と魅力的なインターフェイ
スは、旧式なものをすぐに凌ぐことになる。 

• フロー：具体的には、プラットフォームが如何にうまくコラボレーションと情報の共有
化を促進するかである。今日、相互運用性、シームレス性、トレーサビリティとして完
全に理解されている “フロー” は、イノベーションにとっても不可欠である。 

コネクションとコラボレーションに重点を置いている点にご注意ください。CIMdata は、製品イノベ
ーションプラットフォームに特有の２つの成功要因を加えています： 

• エンドツーエンドのライフサイクルサポート：コンセプトからライフサイクル、リサイ
クル、またそれ以降のライフサイクルに至るまで、製品あるいはプラントのライフサイ
クル全体をサポート、つまりライフサイクル指向のシステムエンジニアリングアプロー
チを含み、関連企業を含んだ企業体 (extended enterprise) すべての技術分野およびビ
ジネスプロセスに対応したサポートをする。 

• オープン性：管理されている製品データ、ワークフロー、サービスに妨げのないアクセ
スを提供する、したがって、オープン性とは、最終的に、独自の “モノリシック” アーキ
テクチャを使用しないプラグアンドプレイと透明性の両方を意味する。 

明らかな戦略的特性・特徴 
技術的なプロジェクトのすべてのリーダーにとって大きな懸念は、長期的なソリューションの存続・実
行可能性 (すなわち、サステナビリティ) です。ソリューションは 3 年後に廃止となる可能性はありま
すか？ サステナビリティとは、企業のデータおよびプロセス管理の要件をビジネスニーズが変化する
間、妥当なコストで長年にわたってサポートすることを意味します。企業は、社がディスクリートソリ
ューションからプラットフォームまで進化するにつれて、まったく新しいスタートを切ることができま

                                                
2
 Bonchek, Mark and Sangeet Paul Choudary. “Three Elements of a Successful Platform Strategy.” Harvard Business Review. Jan 

31, 2013. 
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す。これら新たなスタートが、企業全体が継続的なビジネスの成功に不可欠で重要な特性として、製品
情報プラットフォームのサステナビリティを活用する機会を提供します。 

CIMdata は、プラットフォームのサステナビリティの３つの重要な要素を定義しています： 

1. 適応性 (Adaptability) - 時の経過とともに組織の特定の要件に合わせてプラットフォーム
のデータモデル、ユーザーインターフェイス、およびワークフローをコンフィグレーショ
ンする能力。 

2. 拡張性 (Extensibility) - コアテクノロジーを変更するのではなく、いつでもコンフィグレ
ーションを通じてプラットフォームのベースライン機能を追加または拡張する機能。 

3. 保守性 (Maintainability) - 組織、プロセス、IT テクノロジーの変更に伴い、妥当なコス
トで最新の状態を維持するためのプラットフォームの能力・機能。 

残念ながら、サステナビリティの評価・見極めは決して容易ではありません。それは終わり無き変化と
混乱の中で行われる予見的なものです。さらに、ソリューションは完全に成熟している必要はなく、完
璧に構築され、もらさず実装されている必要もなく、サステブルである必要もありません。未成熟であ
るソリューションは、成熟域に達するために必要な継続的な改善にあまりにもコストがかかりすぎない
限り、またはあまりにも破壊的であったりしない限り、依然としてサステナブルです。 

CIMdata は、製品イノベーションプラットフォームの成熟度モデルの戦略的特性・特徴を定義してい
ます。このモデルは、組織がプラットフォームを計測し、比較するのに役立ちます。もちろん、サステ
イナビリティは重要な戦略的特性の 1つです； CIMdata はさらに 6つ追加しました： 

• データ管理＆検索 (Data management and find) ：洞察・識見や製品関連の情報を再利
用するための連想性と連動しているあらゆるデジタルソリューションの基本的な機能・
能力。データオーサリングツール (直接またはデータ管理環境を通じて) などの外部シス
テムを含む多くのソースからデータを管理する機能から始まり、プラットフォーム上に
直接構築されたアプリケーションからのデータが含まれる。さらに、IP 管理、データセ
キュリティ、製品寿命、信頼性も含まれる。プラットフォームはまた、包括的な検索を
して見つけ出すサービスを提供する必要がある。 

• ライフ全体でのコンフィグレーション管理とトレーサビリティ (Through-Life 
Configuration Management and Traceability) ：コンセプトからライフサイクル全体
にわたり要件に対する検証および双方向トレーサビリティまで、製品のコンフィグレー
ションを管理する能力。トレーサビリティは、要件に始まり、as-designed (設計したよ
うに) 、as-built (構築したように) 、as-delivered (デリバリしたように) 、as-
maintained (保守したように) をもって、そして製品の耐用年数の終わりまで、連続性の
ある BOM (successive bills of materials) を通して実行される。トレーサビリティは、
障害の原因を特定し、保証請求を解決する上で 非常に重要である。 

• プロセス＆ナレッジ管理 (Process and Knowledge Management) ：製品、プロセス、
システム、および知的財産である企業のナレッジを表現するすべてのデータを整理して
保護しながら、ビジネスプロセスを正確に表現することとそれらのインプットとアウト
プットを捕捉・記録する。プロセス管理とナレッジ管理は、リサーチツールとシミュレ
ーションを通じて、気付き・発見や洞察・識見を追跡、比較、分析することもできる。 

• アップグレード性 (Upgradeability) ：データのオーサリング、レビュー、および使用中
ツールへの中断を最小限でアップデートに対応する。プラットフォームのボックボーン
を新しいバージョンに変更、またプラットフォームのアプリケーションレイヤー内のコ
ンポーネントへの更新を含むアップグレード性は、バックボーンやアプリケーション層
に機能追加した新しいリリースにどれくらい容易に対応できるかの尺度である。プラッ
トフォームのアーキテクチャはさらに、アップデートや新しいソフトウェアのバージョ
ンではほとんどサポートされていないコアソフトウェアやプロセスに対するユーザーの
変更や、更新が高価になりリスクとなる可能性があるカスタマイズを避ける基となるコ
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ードをカスタマイズすることなく、再コンフィグレーションやテーラーリングが可能に
する。 

• エンタープライズインフラ活用 (Enterprise Infrastructure Utilization) ：ライフサイク
ル管理の要件を満たし、リソースや資産を複製したりパフォーマンス障壁に突き当たる
ことなく、ユーザー人口 (スケーラビリティ) の増大の対応に既存または将来の IT インフ
ラストラクチャを活用する。幅広い役割をサポートするためのユーザビリティまたは使
い易さを最大化する必要がある、例えば、障害を持つ人々のための支援を含む。 

• 可用性＆安定性 (Availability and Stability)：すべての製品イノベーションサービスを迅
速かつ確実に提供して、時間の経過とともに、堅牢性、スケーラビリティ、企業全体の
最適化の必要性とのバランスを取れるようにする。これはシームレスであり、つまりラ
イフサイクルのどの時点においても、過去、現在、そして未来、 関連企業含め企業のど
こにでもイノベーションを意識したユーザー間のコラボレーションを可能にするために
連携しているあらゆるもの (bits and bytes) 。 

各社独自の実装やソリューションプロバイダの提供製品をこれらの尺度・基準に照らして評価する際、
今のところ、CIMdata では、PLM のチームとマネージャーがプラットフォームのサステナビリティに
関する質問にイエスあるいはノーの回答で対応することを奨めています。貴社は基本的構成要素 
(building blocks) は然るべき位置にあり、使用していますか？ 成功要因は適切ですか？ 戦略的特
性・特徴は実装されていますか？ 

これは、一目見ただけで思われる以上に簡単なことではありません。ソリューションプロバイダ、
PLM チーム、IT プロジェクトマネージャは、成功要因と戦略的特性をさまざまな方法で表現・説明し
ます。プラットフォーム要素が存在し、相互運用できることを最初に確認することはベストプラクティ
スです。イエスかノー以外にも、ベースラインに対して定量化する必要性や改善の機会を評価する必要
性など多くの要因をサステナビリィの計測の考慮に入れることを意味します。 

次のステップを実行する 
しかしながら、全く完全な製品イノベーションのプラットフォームが存在する訳ではありません。多く
の企業には何らかの形のものがありますが、計測の対象となるしっかりとしたベースラインがまだあり
ません。 

それは事実ではありますが、CIMdata は顧客からよく聞かれる不安・懸念に対処するための成熟度モ
デルを開発しています： 

 “我々はかなり良いと思うが、本当にそうだろうか？” 1 つの価値ある指標は、1 年前、2 年前、ある
いは 3 年前と比較して、製品の成功というもがあるのかです。オートデスクは、Fusion 製品イノベー
ションプラットフォーム3のユーザーを調査し、３つのメトリクスを得ました： 

• 新製品発売の成功が 25％向上 
• 新製品の市場投入までのスピードが 50％アップ 
• 90％以上の顧客満足度 

CIMdata は、他のプロバイダの調査でも同様の結果が得られると考えており、つまり製品イノベーシ
ョンプラットフォームへの確かな正当性へと結局はつながるものです。 

より優れたプラットフォームで、我々はより良い事ができるだろうか？” これは実際には既存製品の競
争力と利益率の妥当性についての質問です。満足しているのでしょうか？ 市場シェアは拡大している
のでしょうか？ 新製品は顧客の要求を満たしているのでしょうか、あるいは上回っているのでしょう
か？ フィードバックループは確かなものでしょうか？ ライフサイクルプロセスは総体的なものでしょ
うか？ これらの質問のいずれかに対する回答がノーの場合、改善の余地があります。 
                                                
3
 “Implementing the Product Innovation Platform.” autodesk.com/industry/manufacturing/resources/engineering-

leadership/implementing-product-innovation-platform 
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具体的にはどの分野が良いのでしょうか？ メトリクス？ 方法論? ” メトリクスでは、ライフサイクル
の有効性を計測するために使用するツールはどのようなものでしょうか？ 簡単な計測であっても大幅
な改善が可能です。方法論とアプローチでは、すなわち、製品ライフサイクル管理に依存するツールや
アーキテクチャはどのようなものでしょうか？ この質問には、次の 2 つの質問で良き回答が得られま
す。つまり、どのくらいの頻度でツールがアップデートされますか？ それらのアップデートはどれほ
ど破壊的なものでしょうか？ 

我が社が所有している現行の製品ライフサイクル管理ソリューションを維持・持続できるでしょうか？” 
将来のイノベーション (tomorrow’s innovations) が過去のシステム (yesterday’s systems) で創り
出すことができると信じている場合を除き、多くの資本/設計集約型製品は、それが作成されたツール
がデジタル履歴であるにもかかわらず長期にわたって使用されます。一部のテクノロジーは改善または
拡張することができますが、時には選択肢がなくなり、新しい尺度・基準となるソリューションを得る
ために完全に置き換えたりすることもあります。 

私たちはさらに弊社のイノベーションの勢いを強め・広げられるでしょうか？” 製品開発に於いて未だ
使用してない重要な機能がある場合、おそらくそれはイエスです。そうでない場合は、徹底的な変革と
製品イノベーションプラットフォームが遅れている可能性があります。 

イノベーションを持続して強化・成長させることは、顧客から得る別な問いへと私たちを導きます、つ
まり “なぜこれが重要であることを知っているのか？ なぜ単に安全策でないのか？“ です。安全策を取
る、すなわち見守る、待つ、真のコミットメントを起こさない、つまりそれはリスクが永遠に置き去り
となります。 “ツールありきで製品は二の次 (tools lead, products follow) ” というテクノロジーの格
言です。残されたものはもはや時代遅れのソリューションであることが確実で、より多くのデータがサ
イロの中で失われたり埋もれたりし、より多くのカットアンドペーストがなされ、アップグレードが避
けることができなくなった場合にはデータのさらなる繰返し入力となります。その上、仕事への混乱も
予想されます。とにかく生産される前にツールが整備されていなければなりません。したがって、時代
遅れとなったツールを使用しているユーザーは苦労し、イノベーティブな製品の提供も失敗する可能が
非常に高くなります。 

絶え間なく変化する要件で、安全策 (play-it-safe risks) のさらなるリスクには、次のようなものを含
みます： 

• 予測可能な将来に妥当なコストでビジネスをサポートするための能力を抑制してしまう
。 

• デジタルツインとデジタルスレッドをサポートするための能力が欠如している。 
• エンドツーエンドのプロセスの実現が難しい。 
• 実行可能なプラットフォーム無くして PLMアップグレードの承認を得てしまう。 

結び (Conclusion) 
ますます複雑化する製品や顧客のイノベーションに対する需要が、企業および PLM ソリューションプ
ロバイダの変化を推進しています。PLM ソリューションと新製品開発のために、プラットフォーム化
は今後の方向性です。 

製品イノベーションプラットフォームは重要なことを請け負っています；一部のソリューションプロバ
イダはこのアプローチを採用していますが、それら時間を掛けて組立てられたアーキテクチャでは、す
ぐに移行することができるようにするために、多くは非常に強固なものであり変えられません。PLM
は複雑なものであり、PLM ソリューションの現行状態を評価し、今後のビジネス要件と比較するには、
定量的な方法と定性的な方法の両方が必要です。 

製品イノベーションプラットフォームを初めて見ている企業は、現行の PLM機能と予想・期待される
ビジネス要件を評価することから始める必要があります。まずギャップが定量化され、優先度を付けた
ロードマップが策定されると、テクノロジーを評価することができます。いくつかのケースでは、全く
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捨て去って置き換えることも避けられませんが、ある種のケースでは、取込んで拡張する戦略 
(embrace-and-extend strategy) を利用することができます。 

最終的には、皆さんの企業が競争できるようにすることが目標であり、すなわち顧客の期待に収益をも
って対応し、そして越えるためであり、つまり製品イノベーションプラットフォームの基礎を成すテク
ノロジーを活用することです。これ無くしては、将来の成功を保証することはできません。 

CIMdata について 
CIMdata (大手独立系ワールドワイド企業) は、製品ライフサイクル管理 (PLM - Product Lifecycle 
Management) のアプリケーションの適用・利用を通して、イノベーティブな製品やサービスをデザ
インし提供をする企業の能力を最大限にする戦略的マネージメントコンサルティングを提供しています。
CIMdata は PLM ソリューションでのワールドワイドクラスのナレッジ、専門的な技術、ベストプラ
クティスメソッドを提供しています。当社はさらに全世界で、リサーチ、購読サービス、出版、また国
際的なカンファレンスを通して教育を提供しています。CIMdata の詳細については、
http://www.CIMdata.com にて、または 3909 Research Park Drive, Ann Arbor, MI 48108, USA、
Tel: +1 734.668.9922、Fax: +1 734.668.1957、あるいは Oogststraat 20, 6004 CV Weert, 
The Netherlands、Tel: +31 (0) 495.533.666 にコンタクトください。 


